
酒田市男女共同参画推進センター

「あなたらしく わたしらしく 暮らせるまち」

～まわりの人のことも、自分自身のことも認め合い、その能力を最大限発揮できるまちを目指します～ 第106号 発行2023.3.31

目次 ▼酒田市女性活躍推進川柳受賞作品紹介▼出前講座実施報告▼ウィズ共催事業実施報告
▼ウィズ委託講座実施報告▼「女性に対する暴力をなくす運動」活動報告

本市では、誰もが働きやすいまちを実現するために平成29年10月に「日本一女性が働きやすいまち」を目指す宣言をし、
行政と企業が連携し、女性活躍推進に力を入れています。
そこで、その取り組みの一環として多くの方に女性活躍について関心を持っていただけるよう、昨年11月より同川柳の募
集を行ったところ、本市をはじめ全国各地からたくさんの句が寄せられました。応募総数５６７句の中から下記のとおり、
受賞作品を紹介します。受賞作品を、3月8日国際女性デーにあわせて、市役所、ミライニ、交流ひろばに展示しました。

女性活躍推進川柳 受賞作品酒田市 紹介！

【交流ひろば】【ミライニ】【市役所 正面玄関 】
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２月９日（木）と２月１３日（月）酒田市立第一中学校において、３年生４クラス124名の皆さまを対象に、２時間目と
３時間目にクラスごとに出前講座を開催しました。対象が中学生ということで、子どもたちも想像しやすいようにと新し
いゲームを考案し、「家事シェア」についてと「じぶんらしく生きること」「アンコンシャスバイアス」について考えて
もらえるような講座を企画しました。 グループに分かれて、それぞれのグループに異なる生活をする架空の人物たちを割
振り、家事について考えてもらうことで、家族の形や家事の方法に正解はなく、それぞれにあった方法を考え、お互いが
尊重しあうことが大事だと気づけるようなゲームを行いました。これから先、子どもたちの世界が広がっていくうえで、
今回の講座が男女共同参画について考えるきっかけになったらと思いました。

【質問】
「男女共同参画」って
聞いたことある？
どういう意味だろう？

＝大事なこと＝
●いろんな家族がいて、家事にもいろ
んな方法がある。どちらも決められた
正解はない。それぞれにあった方法で
じぶんらしく生活をすることが重要。
●じぶんらしく生活する上で、自分だ
けがじぶんらしく生活できているのは
ダメ。一緒に暮らす人や、周りの人も
その人らしく暮らせることが大事。
●あなたらしく、わたしらしく暮らせ
るように、互いに尊重しあえる関係を
これから先もつくっていってほしい。

【質問】
登場人物がじぶん
らしく生活するた
めにどんな工夫を
しましたか？

平日と土
日で家事
を分けた。

したい家事、
得意な家事で
分担を決めた。

空き時間を見
つけて、得意
なことで分担
を決めた。

したいことを
す る 時 間 を
しっかり取る。

2人が一緒にい
る時間に一気
に家事をする。

Ａさんが仕事して
る時間にＢさんが
掃除しておくと
か！Ａさんすごく
喜ぶと思う！

「男女共同参画のこと公民の教科書に書いてあったよ。
“男女共同参画社会基本法”あった！」
【すぐに調べた生徒が、基本法を読み上げました！】

★代表者受講アンケートより
・パワーポイントを使った導入、まわりの生徒同士でのちょっとした話
し合いを通して、スムーズに授業のねらいまで意識させることができま
した。ゲームで利用した家族構成も現代風でとても面白かったです。

【生徒の反応】
●男女一緒に社会を
つくろう

●男女が共に参画する
●男女が平等に



活動報告 第106号 発行2023.3.31

2月18日（土）、ひらたタウンセンターにおいて、酒田人権擁護委員協議会男女共同参画委員会で企画しました「男性応
援セミナー“おとう飯”」の講座にウィズが共催し、男女共同参画を推進することを目的として開催しました。
大人と子ども、スタッフあわせて26名が参加し、講師の「体験型農家レストラン小田原」の小田原裕さんから、カンタ
ンで美味しく見栄えのする料理「ビビンバ風おにぎらず」を楽しく教えていただきました。はじめに、小田原先生が4種
類の具材の作り方を実践し、参加者はそれぞれのグループで、協力しあいながら取り掛かりました。その後は、いよいよ
パタパタおにぎりのはじまり！やり方を先生が実践し、「おにぎらず」を半分に切ると大きな歓声があがりました。
参加者は、作ったものを持ち帰って家族にごちそうし、楽しみながらコミュニケーションを深められたことと思います。
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★参加者のアンケートから
・料理は楽しい！
・料理をひとつ覚えて嬉しい。
・沢山の食材の味を楽しめるメニューでした。
・子どもと一緒に体験できて、とても良かったです。
・いつもの食事が楽しくなる「おにぎらず」だった。
・講師の先生の方言での喋り方がとても良かった。
・年齢層も多様で、とても楽しく、また企画してほしい。

【完成！“ビビンバ風おにぎらず”】

お子さんと参加した方もいらっしゃいました。
のりの切り方や折り方のからくりに、子どもた
ちも興味深々の様子！

4種類の具材を作りました！
・ほうれん草のナムル
・人参しりしり
・スクランブルエッグ
・合いびき肉の甘辛炒め

＝小田原先生より“アドバイス”＝

●ごはんの上に料理をのせてキムチをのせるとビビンバ
どんぶりになります。
●ホットプレートにごま油をひいて、ごはんをのせて、
料理をのせて、キムチをのせて、じくじく焼きながら、
みんなでかき回すと石焼ビビンバになります。チーズを
入れたり、明太子をほぐして入れると味変になりお店よ
り上手いです。
家族でやるとすごく美味しいです。
おこげの所はビールが進みます。
●失敗してもいいので、ぜひ作ってください。妻から何
言われてもへこたれないこと。これ大切です。
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10月12日（水）、ウィズ登録団体の「特定非営利活動法人あらた」さんが、「人生100年プランを書いてみよう！」
を開催し、50代から90代の男女13名の方が参加しました。講師のイデアルファーロ株式会社の齋藤輝男さんは、未来
への人生設計図を書いていく「私と家族の100年ライフ見える化ノート」について、わかりやすく説明しました。参加
者は、ノートに実際に書き込み、これからの人生をよりよいものにしていくための具体的な解決策を見つけたり、ライ
フスタイルの道しるべとなるたくさんのアドバイスを聴くことができました。また、アンケートからは、「“何かしな
ければ”そのうちそのうちと考えていたのですが、動くきっかけになりました。」「自分の気持ちに向き合えてよかっ
た。」「声に出したり書いたりすることで、自分が何に不安を感じていたかわかりスッキリしました。100年ライフを
完成させます。」と感想があり、充実した講座となりました。

酒田市地域創生部地域共生課男女共同参画係

男女共同参画推進センター ウ ィ ズ
開館 月～土 ： 9:00 ～ 22:00

日・祝 ： 9:00 ～ 17:00
相談 月～金 ： 9:00 ～ 16:00（祝日除く）
〒998-0044 酒田市中町三丁目４－５

交流ひろば内

Tel：０２３４（２６）５６１６
Fax：０２３４（２６）５６１７
E-mail：with@city.sakata.lg.jp

11月12日（土）から25日（金）までの「女性に対する暴力をなくす運動」期間に、日和山公園六角灯台ライトアップ
と、市役所においてパネル展「ＳＴＯＰ ＴＨＥ ＤＯＭＥＳＴＩＣ ＶＩＯＬＥＮＣＥ」を実施しました。また、児童
虐待とＤＶは密接に関係することも多く、児童虐待防止のシンボルでもある「オレンジリボン」と女性に対する暴力根絶
のシンボル「パープルリボン」を組み合わせた運動を、本庁舎入口で行いました。

【市役所】【パープルにライトアップされた
日和山公園六角灯台】

令和５年度 地域共生課
男女共同参画係スタッフ紹介

課長 阿部 典子
課長補佐 飯野 寿久
主任 桐澤 葉月
主事 池田 愛
男女共同参画推進員 公平 輝子

よろしくお願いします！

mailto:E-mail：with@city.sakata.lg.jp

